


















































的に見ると、 LIJ 回良政は 30 代で早世してしまい
ますから、純三郎に関する資料が圧倒的に多いで

































































































































































































す。「金武万円J と書いてありますが、 2 万円を
受け取りましたという領収書です。日付は民国 4
















































































































































































































































































が成立します。その後 1950 ～ 60 年代、またそれ
以後も台湾海峡は長らく緊張状態にありました。
そうした状況下で台湾に移住した革命家たちゃ台
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湾の要人と、 111 田純三郎との間で手紙の往来があ
りました。また純三郎は 1954 年に台湾を訪問し
て蒋介石らとも再会しております。したがって純
三郎の戦後史の部分にも焦点を当て、戦後の束ア
ジア史のー側面としてとらえる、そして分析して
いくということも、今後の重要な課題かと思いま
す。たとえばその中で戦後の中国に対ーする純三郎
の認識、そして戦後の人間関係、やや専門的な言
葉では人的ネットワークと言いますが、そうした
結びつきが戦前と戦後でどのように変化したか、
どの部分がつながっておりどの部分が断絶したか
といったようなことも、これからの研究の課題に
なるのではないか。純三郎の生涯を戦前から戦後
までつなげて、さらに浮き彫りにしていくといっ
たことが課題として挙げられるのではないかと思
います。いろいろとお話をしてまいりましたが、
いずれにしても山田家資料は中国近現代史や近代
日中関係史を考える上で大変貴重な存在であり、
宝の山であると言えます。今後われわれは資料整
理をさらに進めてまいりますが、その成果を何ら
かの形で多くの方々に還元していく必要があると
考えております。
拙い話でございましたが、以上で私の講演を終
わらせていただきます。皆様ご清聴ありがとうご
ざいました。
［司会｝ どうもありがとうございました。引き続
き最後のほう、繰り返し出てまいりました貞昌寺
住職の赤平様から、せっかくの機会ですので最後
にお言葉を賜りたいと，思っております。なお、た
だいまの武井さんの発表の中にもございましたよ
うに、われわれは多くの資料，を持っておりますの
で、どうぞご関心のある方々はコンタクトをとっ
ていただ、いて、いろいろご研究、ご調査等お役に
立たせていただければと思っております。今日は
いろいろと新発見等もあったかと思います。今後
ともよろしくお願いいたします。
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［赤平］ 新寺町の貞昌寺でございます。先ほどか
らいろんな山田家のお話が出ております。私の小
さい頃は山田「りょうせい」というふうに聞き覚
えがあるんですけれども。純三郎さんのご兄弟の
ことを一番知つてなかったのはわれわれ弘前市民
だろうと。地元の人が本当は一番知っていなけれ
ばならないのが、一番知らなかった。おかげさま
で愛知大学のご協力があり、また東京あたりにも
研究しているグループがございます。本当に弘前
が一番だめかなという気がいたします。
ひとつ山田家がどういう家柄かというのがずっ
と外れていますので、私は菩提寺として山田家
の家柄をご紹介いたします。貞昌寺の成り立ち
から考えると、貞昌寺というのはそもそも津軽為
信公が自分の母親のために建てたお寺でございま
す。ですから明治以前までは檀家はほとんどござ
いません。殿様の許可をもらった人でなければ入
れなかったお寺です。その頃から山田家はお墓が
ございまして檀家さんでございます。ですから家
老にはなっていないようですが家老に準ずる家柄
であったことは間違いないようです。戒名も代々
「院号J、「院殿号」が付いてございますので、立
派なお家柄であったということだけは確かだろう
なと思っております。あと山田良政さんは生きて
いるうちにお墓を立てておられます。貞昌寺の l
つのお墓にお父さんの戒名とお母さんの戒名と自
分の戒名が彫られてございます。今は消えて無く
なりましたけれども私の小さい頃は、良政さんの
戒名の「居士」という部分に朱が入っていました。
朱を入れるというのは生きているうちにお墓を立
てたということです。両親と一緒に自分の戒名を
周5ったということだろうと思います。
今、日本と中国との関わり合いは中国本土です
けれども、その前、台湾と国交があった時には、
台湾の大使が日本に赴任する時必ずお参りをされ
ました。警察が私服やら何やらできっちりとガー
ドして。孫文の書いた良政さんの碑しかなかった
時代です。その後純三郎さんの碑が立ちましたけ
れども、良政さんの碑やお墓のところに、わざわ
ざ東京からお参りに来ました。退任する時にまた
お参りに来て大きな花輪を捧げました。ですから
向こうの人達はそういう「思」というものに対し
てすごいのだなということを感じました。 i:1:1 国の
ことわざに「水を飲む時、井戸を掘った人を忘れ
るな」というのがあるそうでございます。われわ
れもやはりそういう先人の思い・遺徳を忘れるこ
となく顕彰していければなと思いますし、これか
らも皆織のご協力をお願いしたいと思いまして一
言ご挨拶に代えさせていただきます。ありがとう
ございました。
［司会］ どうもありがとうございました。特に
赤平様には今回のわれわれの企画の一番の原点で、
いろいろご協力やら企画のご提案をいただきまし
て、大変ありがたく思っております。貞昌寺のほ
うにただいまご紹介いただいたような、あるいは
武井さんが先ほどご紹介いただいたような現物が
残っておりますので、ぜひ弘前の方々も貞昌寺の
津軽が生んだ山田良iEQ .純三郎兄弟をめく．って
ほうへ伺っていただければと思っております。
以ヒをもちましてわれわれの第 l 目白の講演会
を終わらせていただきます。本当に長い時間で
ありましたけれどもご清聴ありがとうございまし
た。今後も今日のようなテーマでさらにまた研究
を進めていくつもりでございます。ぜひ弘前の
方々もご関心をもってご研究を進めていただけれ
ば幸いでございます。なお明日はこの会場でパー
ティションを組みまして、われわれが持ってきて
まだ奥のほうにしまってあるものを全部お見せし
たいと思っておりますので、ご足労をかけますが
お時間がございましたら、明日もう l 度お出かけ
いただいて開覧していただけたら大変ありがたい
と思っております。何かご質問等ありましたら、
今日ここは 6 時までやっておりましてわれわれも
おりますので、適当につかまえていろいろご質問
いただければありがたいと思います。それではど
うも長時間にわたりまして、いろいろありがとう
ございました。
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